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尚、セミナー終了後に懇親会もございますので、そちらにも是非ご参加下さい。

生物の進化は、木村資生博士の「分子進化の中立説」やダーウィンの「自

然選択」等の説があるが、理論上解析、化石による考古学的解析、現存生

物種の比較解析が主となっている。我々は、実験室進化系を構築し、実際

に実験室で進化を起こし、そのメカニズムを探ることとし、大腸菌の高温

進化を行った。

　その結果、大腸菌の生存限界と言

われていた43 ℃を超える47℃適

応に成功している。昨年、45℃適応

までの大腸菌の全ゲノム解析を行

い、 変異蓄積と高温適応の解析を報

告した（PLoS Genetics, 2010）。

また45℃適応過程では、大腸菌分泌

物を介した相互作用が適応度上昇に

重要であることも発見した。今回は、

これまでの研究経過について報告さ

せて頂き、皆さんに議論して頂きたい。
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通常大腸菌
(37℃)

耐熱大腸菌
(45℃)

耐熱進化した大腸菌は、
大きく色んな形に変化しています


